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認知症まちづくり 

地域円卓会議 in西原 
 

「認知症です」と近所や親せきに、 

遠慮なく言える地域づくりを考える 

 

実施報告書 

 

 

日  時： 2023年 3月 7日（火）13:30-16:10（受付開始 13:00-） 

場  所： 西原町中央公民館 大ホール（沖縄県中頭郡西原町字与那城 124） 

主  催： 社会福祉法人西原町社会福祉協議会、沖縄県認知症見守りコンソーシアム 

(公益財団法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会) 

協  力： NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】認知症まちづくり地域円卓会議 in西原 

■日  時：2023 年 3月 7 日（火）13:30-16:10 

■場  所：西原町中央公民館 大ホール 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：38 名(福祉・医療関係者、行政、自営業等) 

 

 

■主  催：社会福祉法人西原町社会福祉協議会 

沖縄県認知症見守りコンソーシアム 

(公益財団法人みらいファンド沖縄、 

公益社団法人沖縄県地域振興協会) 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

後當 聡子（社会福祉法人西原町社会福祉協議会 あんしんおさんぽ事業係） 

「認知症です」と近所や親せきに、遠慮なく言える地域づくりを考える 

自分の家族が認知症であるということを周りに言えないというエピソードをしばしば耳にします。「恥ずかしい」とか

「迷惑や心配をかけたくない」といった感情に起因して踏み出せないのでは、という理由もあわせて聞こえてきます。

しかし、後期高齢者では認知症に罹患する方が３人に１人以上という傾向の中で、この問題が近所や親戚に頼ること

ができない一因になっているとすれば、これは社会課題としてとらえるべきだと考えます。今回の円卓会議では、人

に言えないという困りごとの原因を議論し、社会で受け止められるようにしたいと考えて企画されました。多くの

方々の参加をお待ちしています。 

 

センターメンバー 

後當聡子 

社会福祉法人 

西原町 

社会福祉協議会 

あんしんおさんぽ

事業係 

伊計弘子 

 

当事者家族 

 

下門和政 

小波津団地 

自治会副会長 

地域福祉 
推進委員 

譜久村沙耶子 

西原町役場 

福祉課 
介護支援係 

城間綾子 

西原町役場 

福祉課 

介護支援係 

兼本哲夫 

沖縄県 

浦添警察署 

生活安全課 
課長 

上地武昭 

沖縄大学 

名誉教授 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

➢ 認知症まちづくりは、医療や福祉の専門家だけでなく、地域住民・企業・警察等、多様な領

域の連携をもって支えていく問題である 

➢ 認知症であることを周りに知らせていくことは、困難がつきまとう。まずは、地域に１人でもつ

ながっている人がいることが当事者にとって安心につながる 

➢ 西原社会福祉協議会は、そのつながりを可視化し、地域で起こりうる色々な困難に対するセ

ーフティネットの基盤を整えるべき 
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■参加者によるサブセッション 

 

「認知症です」と近所や親せきに、 

遠慮なく言える地域づくりを考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 まえから小波津自治会とりくみ、すばらしか

った 

 認知症の方がえんりょなく言えるのはよい。

いつ、自分が認知症になるかわからないから 

 近所に迷惑かけたくない 

 小波津自治会には 3 人の認知症の人がいる。

ふだんから気になる人をみまもっていた 

 地域のつながり、いいあんべー室にかよう人

は老人会にいなくてもつながりたい 

 地域でやさしくつながりたい、本人や家族で 

 認知症は、はずかしいという感情、迷惑かけ

るから、閉じこめてしまう。ねたきりになる

前にネガティブにならないでほしい、えんり

ょしないで話しあうことは大事、みんなで意

識、明日はわが身 

 

②  

 婦人会、子ども会 

 南城市いとこ宅 警察 3.4 年 

 GPS、玄関ブザー、10 年前→運転 

 健康がイチバン！ 

 詩吟、水彩画 etc… 

 短いキョリを歩くこと、 

 自分のことは自分で！ 

 自分のために時間を使う！ 

 地域のボランティア 

 始めたばかり 

 地域の方の声が嬉しい 

 昔から団地のつながりが強い！ 

 あいさつから地域作り 

 下門さんすばらしい 

 プライバシーは守りながら… 

③  

 地域に相談できない利用者、Fa もいる 

 利用者さんが「歩いていたよ～」と近隣の方

が教えてくれる 

 一人暮らしの女性、元気だが前も同じことを

言ったな、気になる 

 「前とちがうな」 

 「認知症」と言わずに関わっていく、時間と

ともに変わってきた本人を必要な居宅につな

げることが 

 本人より「何を手伝ってほしくない」 

 カフェから地域へも発信 

 

④  

 問題はまわりの人（本人はその人らしく生き

てる） 

 みんなが許容できる社会 

 恥ずかしがらずといかける 

 高齢者同士、不安を共有できる。でも若い人

は？地域の指導 

 まつだけじゃなくて自分からも入っていくコ

ミュニティ 

 

⑤  

 地域づくり、自助＜共助＜公助 システムづ

くり 

 自治会が中心 

 参加少ない 

 次世代が少ない 

 見回り 

 いいあんべーを知らない 
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 言うだけではなく公人も参加してほしい 

 

⑥  

 近隣所関係は良好！ 

 本人と家族の想いの違いがありなかなか聞き

出せない、話してもらえない 

 →自身の子どもや孫を通して話し易い雰囲気

づくり 

 

⑦  

 今日の会のような会を通しての仲間づくり 

 意識をもって地域におとしていく 

 相談場所を把握しておくこと（大切！） 

 いいやんべーに来るひとは元気 

 来ない人達をどう参加してもらっていくか課

題 

 見守り、電話等で声かけしている、気になる

人をはあく 

 地域でのイベント作り 

 模合もやっている 

 

⑧  

 地域づくり 

 写真とか情報など、登録するのにちゅうちょ

してしまう→きがねなく相談できる環境をつ

くった方が良い 

 バスののりまちがえ 

 家族が認知症あり。迷惑行動でクレームがあ

って謝ざいした。 

 認知症サポーターようせい講座（キャラバン

メイト）→もっと運用できた。 

 老人会→青春会 

 高齢者のみの自治会が多そう。 

 自治会であらそいがあってこわかった。 

 大変そう・自治会で格差あり。入りたくても

入れない所も。 

 ボランティア～〇万〇〇万 

 

 

⑨  

 地域一部が活性化している 少し淋しい 

 いつものメンバー 

 声かけてものってこない 

 行事は参加しなくてもいい 

 認知症は皆がなる可能性あると知る 

 去年まで症状ある方いた 

 今は施設に入って途たえている 

 講座も受けて変わった部分もある 

 どうして理解させるか、受け入れるのか、雰

囲気作り、ギクシャクしたかんじだった 

 「自分認知症」と普通に言えたらいいが… 

 今気になる人がいる 

 息子が来て弁当２つあったの一つ誰かが→息

子に攻撃する 

 持って行った、先週男性のケアマネージャー

が来ていた 

 こういう気になる人を集める？他の人との交

流をさせたい 

 「来てね」と言うが体操とかしかしないので

ついていけないのか→参加しやすいプログラ

ムが必要 

 少し弱った人、家にこもっている人 

 来年とりくむ「皆ができる運動」 

（１）地域で様子違うなと言う時誰に

伝えるか→相談窓口の浸透 

→認知症という言葉フィルターか

かっている、症状で対応できたら、 

→当事者の講演に参加したことが

ある→手伝って欲しい時まで手出

しして欲しくない 

（２） 小波津団地 

「何かあったら声かけてね」 

短い距離歩く 

ボランティア活動始めたばかり 

地域作りも大切だが自分達のプライバシ

ーも大切 
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認知症まちづくり地域円卓会議 in西原 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023 年 3 月 7日（火）13:30-16:10 

・場所：西原町中央公民館 大ホール  

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：38名（アンケート回収 21 名、回収率 55％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか

 

４．満足度 

平均：4.6（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

11 名 7 名 2 名 1 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 認知症について具体的な知識はなかったの

ですが、個別的な体験を聴いて参考になり

ました。小波津団地の取り組みもあり、地域

の助け合い活動等のお話しも良かったです。 

 勉強になりました。地域の見守り大事と思

います。認知症のお話し。 

 当事者の方（家族）の話しがきけた 

 自治会加入が低い地域では核家族も増える

中で地域の共有が大事だと感じた 

 各自治体の取り組みの好事例が聴けた。対

策 etc 

 私たちの地域でも起こりえる問題にいろい

ろな話を聞くことにより、必要性や問題が

起きたことの対処ができるように対応した

いです。 

 地域の実際の取組、行政の考え方等を知る

事ができた。 

 いろんな地域の情報の流れがきけてよかっ

た 

（４．概ね満足） 

 認知症の人への対応が参考になった。まず

は声かけ。 

 発表とセッションを交互にやって欲しい 

 今後、地域（市町村・団地）での高齢化のす

いい等改めて確認することができた。5年後

20 年後の地域力を想定しながら、利用者と

関われるようにしたいと思った。 
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 グループワークで当事者の話が聞けた 

 認知症は身近な問題です。認知症ですって

言える社会が作れるなら協力していきたい。 

（３．普通） 

 地域情勢が変化していくのがギモン 

 自治会支援をするスペシャリストがいたら

良くなるのでは 

（２．あまり満足してない） 

 認知症の方の理解が十分でない。はい回も

あるが進行すると今のことは忘れても過去

の（若い頃の）ことはしっかり覚えている、

話をする機会をつくる。みんなが参加する

自治会、地域づくりが急務。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 地域での見守りの大切さ（公助）が印象にな

っています。司会者のまとめ力に感心しま

した。（分かり易かったです）ふりかえりの

説明もすばらしかったです。ありがとう。 

 下門さんのお話すべてすばらしかった。認

知症のお話。 

 小波津団地の連絡体制 

 ①地域の方への声かけが必要 

 ②連携→役場の担当、地域包括支援センタ

ー、ケアマネージャーを通して行政への手

続きがスムーズに出来る 

 ③最初に気づき情報共有すること 

 ④1人でかかえない 

 認知症を周りから気づく雰囲気が大事 

 小波津自治会のとりくみはすばらしかった

です 

 社会性、食、運動→健康長寿を意識した人を

増やす 

 自治会の活用、Fa が力になっておく（地域

の人に知ってもらう、近所づきあい） 

 自然に困っている状況、症状に対応できる

地域の目、体制があるといいのかな・・・？ 

 地域との連携、情報等、普段の活動の中で部

落役割の間で、活動に役立たせたいです。 

 となりきんじょとの交流や自治会などの運

営かつどう 

 いかにひとりでかんがえず話せる地域組織

ができるか 

 下門さんを応援したい。人の先輩方は良い

見本を示してくれているので、後生に引き

継いでいきたい 

 小波津団地のような団決力のある自治会が

もっとふえていけばいいなとい思いました。 

 小波津団地の取り組み 

 自治会で認知症の会職組織づくりが出来る

といいと思います。小波津団地の取り組み

参考にしたい 

 自治会の加入率 98％、そうさくシステム 

 高齢者でも元気な方が支える仕組み 

 小波津団地のように福祉推進委員をつくっ

て進める 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 

 



 

14 

 

 

 

 



 

15 

 


